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陶磁器から見た海域アジア（徳留）
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陶磁器から見た海域アジア（徳留）
図１　平潭大練島西南嶼水下文物点で引揚げられた陶磁器










頃から後半期の製品であり、龍泉東区などで 焼造されているが（浙江省文物考古研究所編二〇〇五） 、当該沈船で発見されたような質 高さ、北宋後期は龍泉南区 の生産が中心的（鄭建明二〇一九） ったことをあわせて考えると、これらの製品は龍泉南区の金村窯の可能性が高いと考えられる。このような龍泉窯青 刻花碗は、日本でも博多遺跡群などで一二世紀中頃から後半 かけて出土量 増加していることが知られる 田中二〇一九）　
沈船が検出された地点は福州市からやや南に位置する平




海村の東北側、白礁付近で発見さ た（趙・呉二〇一一） 。二六七八件の陶磁器が引揚げられたが、黒釉碗（盞）が圧倒的に多く、次 （青）白磁碗類が多い。黒釉碗は高台が口径との割合で見ると小さく、胴部中央部分でやや内側に湾曲し、頸部にかけて広がり、口縁部 鼈口状を呈するもの（図２
ｰ １）が多い。閩江流域に所在する閩侯窯や福清
東張窯の製品の可能性が高く、これらは博多などでも出土する。また（青）白磁は碗・鉢・皿が多 粗製 施釉後に内底は蛇の目状に釉剥ぎし、外面は胴部中央 まで施釉し、それ以下は無釉で露胎である（図２
ｰ ２） 。また内面
は全体 、外面は高台付近まで施釉し 内面には刻花文を施すものも少量見られる 図２
ｰ ３） 。南宋後期から元時代
の沈船で、積み荷は圧倒的多数の閩侯あるいは福清東張窯の黒釉碗と連江浦口窯白磁 組み合わせである。当該沈船の積み荷は、閩江流域の窯の製品であるこ から福州を出発した船で、その組成から北方（寧波） 、南方（福建の南方の港や東南アジア）のどちらへも向かう可能性が った船と考えられる。　
③平潭大練島元代沈船
は、平潭県海壇島西北のさらに西
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陶磁器から見た海域アジア（徳留）
図 2　白礁一号沈船で引揚げられた陶磁器
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図 3　平潭大練島元代沈船で引揚げられた陶磁器
－  54  －－  55  －
陶磁器から見た海域アジア（徳留）
図 4　平潭小練島東礁村水下文物点で引揚げられた陶磁器




施文方法は刻花 印花、貼花などがあり、文様も水波、巻草、花卉（蓮花、牡丹、菊花） 双魚、龍文、松鶴、侍女などの図案が見られる。碗類 胴部形態はいずれも腰部が丸みをおびるが、口縁が端反りで高台裏を蛇の目釉剥ぎするもの（図３





















泉窯青磁と類似することから、当該沈船 元時代中後期、一四世紀前半から後半のものであり、最終的な目的地は東南アジアの可能性はあるが、市舶司のある泉州（集積地・集散地）へ向けて福州あるいは温州から出航した船であるものと推測されている（中国国家博物館水下考古研究中心等二〇一四、 一八六頁） 。　
④平潭小練島東礁村水下文物点
では、青磁、白磁（青白

















一点ずつ確認されている。極め 数が少ないため別の時代の沈船などの資料の可能性が高いとしている。三組目は口禿げの印花文碗・盤（皿）類であり、景徳鎮窯あるいは建窯など 福建北部 青白磁であると推測され も である（図４
ｰ ８） 。南宋時代後期頃の製品と考えられる。当










































同安窯系青磁０類は一一世紀後半から一二世紀前半頃 同安窯系青磁Ⅰ類も一 世紀中頃に主に生産されていたものである。このタイプの製品は福建各地で焼造されており、産地を特定することはかなり難しいが、少 くとも龍泉窯の龍泉南区（金村 址）と福建北部の松渓窯、あ いは福州に近い莆田窯や福清 などで見られる。日本には金村窯址のほか、莆田窯、福清 などの製品が伝来している可能性がある（徳留等二〇一九）が、それらのいくつかは の高台裏の削りが粗く、兜金状になって るものが特徴である。本沈船から引揚げられたこれらの櫛描文青磁碗は、高























































れた粗製の白磁碗同様に、元時代 連江浦口窯（あるいは莆田荘辺窯）の製品で と思われる。こ ため当該沈船の積み荷は福建産の粗製品ということに るが 連江浦口窯や莆田荘辺窯の粗製品も福建地域内で流通してい だけでなく、琉球や台湾、東南アジアにも流通しており（森本
図 7　湄洲島文甲大嶼水下文物点で引揚げられた陶磁器































けて内側に弧状を描きながら頸部にかけて外に開くタイプで、釉は腰下付近まで掛ける 胎はやや赤褐色を呈している。 連江定海白礁一号沈船からも数多く発見されているが、一三世紀後半の福清東張窯産か閩侯窯産の可能性が高い製品であ 青白磁碗の中には胎がか り白く、高台まで施釉されておらず 印花文様で口禿げの一群が見られ（図９ｰ １、 ２） 、将楽南口窯の製品の可能性が同報告書で指摘されている。また胎土がやや灰白色を呈し、型作りによる口禿げの青白磁は莆田霊川窯産とされている（図９
ｰ ３、 ４） 。
また同様の胎の特徴で、器の内壁には篦点刻花文、内底は蛇ノ目釉剥ぎした莆田荘辺窯産と思われる碗も見られる。東張窯の黒釉碗（図９
ｰ ５）は後述する広東南海一号沈船、
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陶磁器から見た海域アジア（徳留）
図 9　龍海半洋礁一号沈船で引揚げられた陶磁器





西に約５㎞の海域で発見され 。陶磁器は青磁 青白磁、醤釉などが見られる。最も数量的に多いのは青白 とされている（国家文物局水下文化遺産保護中心等二〇一七） 。報告書の中では青白磁として扱われているも 中に青磁と思わ る一群があり、多くは身の深 碗で り、そ 他は浅めの鉢に近い碗や盤などである。身の深 碗は外面には口縁部下に沈線文を施し、胴下部には刻花蓮弁文を一周巡らす。内外面に青磁 を施すが、内底は比較的丁寧に蛇の目釉剥ぎを行い、外面は高台畳付から高台裏以外 施釉されている（図
10ｰ １） 。また身の浅い鉢形碗は、内底と外
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陶磁器から見た海域アジア（徳留）
図 12　南海一号沈船で引揚げられた陶磁器②







粉盒、 大盤、 葫芦瓶 ラッパ口瓶などである（図
12ｰ １〜６） 。























陶磁器の産地別の組成は異なるが、いずれも龍泉窯青磁、景徳鎮窯青白磁、福建産の陶磁器となっており、 州港を出港し東南アジアを目指していた船であったことを各調査報告書（者）らが推定している 、筆者も同様の見解である。また西沙北礁からは華光礁 号沈船以外にも元時代の龍泉窯青磁盤・皿など 引揚げられ いる（湖南省博物館編二〇一一） 。　
⑰石嶼二号沈船
は西砂諸島永楽環礁東部に所在し、当該
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図 14　石嶼二号沈船で引揚げられた陶磁器





白釉磁は景徳鎮窯、型作りの白磁は徳化窯 屈斗宮窯、青磁は莆田荘辺窯であると思われる。また醤釉陶器類は晋江磁竈窯産とされている。当該沈船 積み荷の組成は元時代の景徳鎮青花と卵白釉を中心に、 さらに福建 徳化窯白磁、莆田窯の粗製の青 、晋江磁竈窯の醤釉陶である。　
以上、中国東南沿岸地域で確認されている各沈船から検
出された陶磁器について見てきた。それぞれの沈船の積み荷の組合せをまとめたのが表２である。表１で示したようにあるいは先行研究でも指摘され いるように、輸出されている陶磁器の組成は龍泉窯 磁、福建陶磁、景徳鎮青白磁で構成されており、南宋時代末から元時代初期の一三世紀後半頃からは高品質の龍泉 製品も輸出される（森二〇一〇） 。沈船資料 中でも、中国国外の目的地へ航行し、その途中で沈没した広東沖や西沙諸島 沈船資料はそのことが顕著に示されていた。一方で 福建沖で発た沈船資料を見ると、その状況は若干異なっている。そは龍泉窯青磁 中心であったり、福建 閩江流域や莆田地域の窯の製品の組合せであったり、景徳鎮窯青白 を中心とするものであったりと様々 あり、流通のあり方が非常に複雑であっ と言える。これは交易を扱う商人 違いや
陶磁器が国内流通なのか中国国外を目的としていた貿易船であったのかといった輸送・流通の目的とも関係係しているものと思われる。　
福州海域で発見された定州白礁一号沈船をのぞくといず
れも福州以南で発見されており、 航路としてはより南方 （泉州や広州。さらには東南アジア）あるいは澎湖諸島・台湾、琉球列島が目的地であったと考えらえる。中でも福建産以外の陶磁器を積んでいた沈船は注目しておきたい。平潭大練島西南嶼水下文物点と平潭大練島元代沈船では積み荷のほとんどは龍泉窯青磁であり、龍泉窯で生産された青磁が温州あるいは福州へ一旦集積され、市舶司があり南宋時代に広州にかわり東南アジア・西アジア向け 最大の貿易拠点となった泉州（森二〇一三ａ、八七頁） 、さらにはその後東南アジアへ向かうものであったと思われる。また景徳鎮窯青白磁、福建の閩江流域および莆田・泉州の徳化窯などの製品、さらにはそれに加えて龍泉窯青磁を積み荷としている沈船が見られるが、温州から （ 景徳鎮青白磁）を載せ その後 ・莆田（興化湾） 晋江などの港に 福建産の製品（景徳鎮青白磁 で載せている可能性がある て泉州、その後東南アジ 向けて輸送された可能性を示している資料で と言える。貿易陶磁の流通に関しての福州港の重要性が近年指摘されてい
表２　中国東南沿岸地域の沈船の中国陶磁器の産地















































































⑮ 漳州 聖杯嶼沈船 元中後期 龍泉窯青磁
⑯ 漳州 菜嶼沈船 元中後期 龍泉窯青磁 晋江磁竃窯ヵ（醤釉）
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表２　中国東南沿岸地域の沈船の中国陶磁器の産地















































































⑮ 漳州 聖杯嶼沈船 元中後期 龍泉窯青磁
⑯ 漳州 菜嶼沈船 元中後期 龍泉窯青磁 晋江磁竃窯ヵ（醤釉）






























陶磁は、先に見た沈船の積み荷の組合せと同様に、龍泉窯青磁、景徳鎮窯青白磁、福建産の陶磁器が中心であ （田中二〇〇八、森二〇一三ｂ 徳留二〇一六） 。ただし東南アジアでは徳化窯白磁が流通する に対して、日本では徳化窯の製品は基本的に見られない（森本二〇〇九） 。このことは、日本向けと東南アジア向けとは中国から出航する港が異なっていたことに由来することが指摘され いる（栗二〇〇八、森二〇一三ａ） 。また喫茶の風習が流行していた日本では、すでに中国では生産が行わ て なかった福建建窯産の天目を輸入し続けていたこと 、韓国新安沈船の積み荷の中に使用痕がある建盞が存在していることから指摘されている。青白磁梅瓶は、鎌倉時代の遺跡でよく見られる一方で、東南アジア向け 沈船、あるいは出土品ではほとんど目にすることはないことも特徴である（徳留
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表３　宋元時代に日本で流通する中国陶磁器の様相



































































鎮窯青花、龍泉窯青磁、福建産製品といった組成となっている。もちろん沈船から引揚げられた陶磁片が各船の当時の積み荷の全体の組成を必ずしも反映し とは言えないが、中国東南沿岸部における様相 も大よそ共通しているものと考えられる。龍泉窯青磁が流行していたことがよく分かるだけでなく、龍泉窯や景徳鎮窯の製品と比べて粗製品である福建陶磁もか り需要 あったことを物語っており、いかに中国陶磁その の 需要 あり しか それが社会的階層が高い人々以外に 広 っていたことが想定される状況と言える。徳化窯をはじめ、福建南方産の製品が日本に流通することはほ んどないが、しかし、良質の龍泉窯青磁や景徳鎮窯製品と粗製の福建陶磁 されているという枠組みは日本と東南アジア は共通する 分と言える。　
その一方で、一三世紀から一四世紀における東南アジア
地域は、国家、部族社会など社会の統合のあり方が異なっており、また中国陶磁の使用や需要の様相 も違いもある
図 15　サンタ・アナ出土の元青花（田中 2015 より転載）






















ａ、ｂ） 、龍泉窯青磁碗・盤のほかに、景徳鎮窯の「枢府手」の白磁碗・皿類と文様の簡素なタイプの青花碗、福建莆田窯（あるいは連江窯）産の粗製の碗、皿類 徳化窯の白磁碗（型作り）が採集され おり、韓国新安沈船よりも時期
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的にやや新しい一四世紀中葉の元時代後半期（あるいは明時代初期も入る可能性もある）頃の資料と考えることができる。トローランとトゥバンの資料が全く同時期であるとは言い切れないが、両者の組成の違いは、マジャパイト王国の首都と港湾（あるいは沈船）という遺跡の性格の違いが反映されている可能性もある。またトゥバン に関しては西沙諸島で検出された石嶼二号沈船 陶磁器 組成に比較的近いものと思われる。　
スコータイ朝首都の古城スコータイでは、現状で知られ






事例、またイ ドネシアであるが伝世する青磁の利用のあり方とその意義について取 上げておきた 。　
インドのトゥグルク朝の第三代スルタンのフィー
ルーズ・シャー・トゥグルク（一三〇九―八八年）一三五四年にデリーに宮殿を建築している。彼が崩御した後、ティムール軍により宮殿が陥落している その遺跡からは七二件の磁器が出土し、そのうち四四件が青花盤、二三件が青花碗、四件が青磁盤 一件が青磁碗で、このうち六七件は一四世紀中葉の元代の磁器であった。いずれも大形の製品であり、それらは宮殿で使用されたも であと考えられている（金沢など二〇一〇 五四六頁）　
アフリカ東部のケニア沿岸部ケディ古城の事例は
ジア地域とは異なる様相を示す事例が知られる（劉・秦等二〇一二） 。調査を行った秦大樹氏（二〇一四）は、 三世紀から一五世紀初頭 南宋末期から明時代初期において、とくに元時代から明時代初期の陶磁器の流通量の増加
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が顕著であり、東南アジア地域で見られるような粗製の福建産陶磁器はかなり少ない一方で、龍泉窯青磁が中心で、粗製品だけでなく明時代初期の龍泉官器（龍泉楓洞岩窯址産）を含むかなり質の高い製品が見られることを指摘している。また、当該地域において元時代に中国陶磁器の流通量および精製品が多い背景 関して、イル・ハン国と元朝との間 、国家主導の交易により質の高い中国陶磁が流通した可能性を指摘している。明朝は海禁政策をとっており、一四世紀後半から一五世紀後半頃（一三五二―一四八七年）まで、民間の自由は貿易が制限されたことを背景に、中国陶磁器の流通量が減少していること、また景徳鎮青花の出土量が少ないことから交 激減いたと考えられることもあったが、明時代初期の龍泉官器の中国国外での出土事例・伝世事例は少なくないことから、元時代後半から明時代前半においても鄭和の遠征を背景にした官による対外活動についても、さ













一九八一、 一五〇頁） 。こ うちこの龍泉官器の大皿はおそらくは永楽期のものであると思われることから（図
16） 、







の沈船から引揚げられた陶磁器の組み合わせと、東南アジア地域で出土・流通・消費される状況を整理してきた。結論からすれば一五世紀中頃におけるインパクトとは異なるが、一三世紀から一四世紀の間において中国陶磁器の中国国外への流通 様相 、とくに一四世紀、元時代中〜後半頃に大きな画期があったと言える。それは龍泉窯青 ・福建陶磁の流通の増加、そして元青花の出現・流通にともない、陶磁器組成・使用における多層的な受容のあり方がアジア各地で見られるようになったからである。もちろん地域ごとで中国陶磁の受容のあり方（種類や嗜好さ る文様など）は異なるが、より品質が高い青磁や意匠や色調が新しいものである青花は貴重なも であり、ステータス・シンボルや社会集団を統合する際 象徴的 器物としての機能も顕著になってい 。　
また東南アジア地域における陶磁器の需要の高まりにあ
わせるように中国国外への陶磁器の流通量やそ 嗜好にあわせた製品作りが進み、その結果中国 内 おける陶磁器
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